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2013年度採用に向けた内定・初任給予定／12年度採用結果一覧

会社名 本社 採用予定 “内定”数 予定初任給 備考 採用合計 男 女

アインファーマシーズ 北海道 300 530 240,000 ～ *1） 83 83 106

セガミメディクス 大阪府 80 93 288,000 *2) 18 18 38

クオール 東京都 300 429 261,000 61 61 126

総合メディカル 福岡県 200 163 240,000 78 78 104

ＣＦＳコーポレーション 神奈川県 120 70 313,000 20 20 25

北海道 70 248,500 38 

東京都 100 250 250,000 20 20 60

東京都 50 47 240,000 12 12 22

岐阜県 20 40 282,000 15 

ファーコス 東京都 60 49 11 11 8

神奈川県 90 約160 265,000 *3)

モリキ 長野県 5 3 286,000 2 2 1

エスマイル 広島県 30 23 260,000 14 14 21

たんぽぽ薬局 岐阜県 100 98 257,600 10 10 48

東京都 40 6 4 4 6

東京都 30 40 250,000 ～ 11 11 10

共栄堂 新潟県 20 35 253,000 5 5 11

ドラッグストアバイゴー 東京都 5 0 302,450 0 0 0

東京都 20 20 260,000 4 4 8

関西メディコ 奈良県 5 2 283,000 3 3 5

タカサ 千葉県 20 20 265,000 3 3 7

埼玉県 15 21 270,000 7 7 6

ピノキオ薬局 栃木県 15 19 280,000 7 7 6

セントフォローカンパ
ニー　　　　　　　

茨城県 10 1 212,400 0 0 1

育星会 大阪府 12 6 278,000 *4) 2 2 7

カメイ 宮城県 20 9 250,000 5 5 7

わかば 神奈川県 15 13 225,000 4 4 5

沖縄県 14 0 265,420 1 1 12

トライアドジャパン 神奈川県 20 16 262,600 5 5 15

メディカルサポート 東京都 5 2 295,000 1 1 0

クリオネ 北海道 3 1 264,000 0 0 3

東京都 13 11 266,000 1 1 4

医療サービス研究所 東京都 5 1 260,000 1 1 2

鈴木薬局 埼玉県 3 0 303,400 0 0 0

エム・ケイ・メディカル 新潟県 2 ～3 0 350,000 0 0 0

神奈川県 30 19 5 5 9

イノベーションオブ
メディカルサービス

神奈川県 15 4 243,000 3 3 2

きさらぎ会 福岡県 5 0 300,000 1 1 1

エイチアンドケー 福井県 5 2 270,000 0 0 5

長崎県 5 2 254,000 0 0 0
注）空欄は無回答・未回答。７月末までの内定・内々定等の状況

　　　　　　　　　　*1）：コースにより275,000円まで　　*3）：薬剤師・広域手当含む
　　　　　　　　　　*2）：専門職（総合職は298,000円）　  *4）：手当含む

　回答が得られた40社
のうち１社が採用実績を
非公開、39社での分析
となった。その結果、新
人薬剤師採用数は平均
29人であった。男女別
では男子12人、女子19
人だった。  
　企業別に見ると、新卒
薬剤師の採用数には大き
な幅があった。最も多く
採用したのはアインファ
ーマシーズ・グループの
189人、次いでクオール
187人、総合メディカル
182人と、やはり大手調
剤チェーンでの採用数が
群を抜いて多かった。3
社で558人の新卒薬剤師
を確保した計算だが、調
査時点の３社合計店舗数
は1320店舗に達してお
り、それでも足りないと
いったところであろう。
　200店 舗 規 模 で、50
人程度採用したある中堅
チェーンの幹部によれ

ば、「本当のことを言えば、各店舗に
１人くらいは必要」という。世間では
就職氷河期が続いているが、「薬剤師」
については、ここ暫くは既に死語とな
った『売り手市場』が続くものと見込
まれる。
　回答のあった39社のうち採用「０
人」は４社、「１人」２社、「２人」１
社、「３人」３社というチェーンも散

見された。これらの多くは店舗数規模
で見ると「20店舗以下」の中小だが、
中には33店舗、54店舗、102店舗と
小規模チェーンとはいえない企業も含
まれており、採用活動の難しさがうか
がえる。  
　また、７割ほどの企業から「６年制
薬剤師に対する感想」や「採用活動を
めぐる課題」について意見などが寄せ
られた。多くは従来に比べ、６年制薬
剤師を高く評価する内容であった。
　「実務実習を経験しているため、業
務知識がある」「対人能力が高く、社
会人としての意識も高い」「薬学的な
知識に関して探求心のある新入社員の
比率が高い」「現場の仕事の習得が早
い」など、①仕事に慣れるスピードが
早い②薬学的知識も豊富――との印象
のようだ。
　また、「医療に対する思い、意欲が
強く、５年次実習で病院・調剤薬局の
経験があり、その経験を踏まえて病院
への就職志向が強い傾向がある」「病
院の壁が厚く、打ち破るのは困難」「２
年間の空白期間があったため、官公立
の病院などが採用枠を拡大し、厳しか
った」など、６年制薬剤師の初年度と
しては、病院との間で大きな採用競争
があったことがうかがえる。 
　このほか「忍耐力がなく、思いもよ
らぬ理由、悩みで退職する人がいて正
直驚きを隠せない」「給与や勤務地に
ほとんどの学生が左右される」「一般
常識・マナーが欠如している」など、
学生気質に疑問を投げかける意見も見
られた。

　今春、６年制薬剤師が初めて誕生し、その就職状況が気になるところだ
が、これまでの傾向から、多くは調剤薬局に就職したものと推測される。
そこで調剤薬局チェーンに対し採用状況を調査した結果、最多で189人の
新卒者採用を行った大手調剤薬局チェーンがある一方で、採用「ゼロ」「１
人」あるいは「２人」というところが、小規模薬局チェーンを中心に散見
された。企業規模の差などを含め、各社で人材確保に差が出たようだ。日
本保険薬局協会関係者に聞くと、今年は「病院が積極的だった」とし、２
年間の新卒者空白があったためか、例年に比べ病院側も新規採用に動いた
ようで、採用現場では「併願が多く、厳しかった」との声が少なくない。
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６年制薬剤師　初採用は企業間で格差
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